














日本の南極観測は、1956年「宗谷」で出航した第一次日本南極地域観測隊が、日本初の南極観測拠点であ

る「昭和基地」を東オングル島に開設してスタートしました。以降、昭和基地をベースに、気象やオーロラ

の観測、氷床の掘削、地質や動植物の調査、隕石の採取など、幅広い観測活動が展開されています。

これまでも日本の観測隊は、継続的に蓄積したデータをもとに「オゾンホール」を発見し、数多くの南極隕

石を収集するなど、地球環境の理解及び様々な科学研究に大きく貢献してきました。

また、日本の観測隊には、汚水処理やゴミの分別・持ち帰りなどを専門的に行う「環境保全隊員」が配置され、

昭和基地における環境保全にも努めています。
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お問い合わせ先

環境省自然環境局
〒100 -8975
東京都千代田区霞が関 1- 2-2
TEL. 03-3581-3351( 代 )

環境省ホームページ
http://www.env.go.jp/nature/nankyoku/

日本の南極観測に関するお問い合わせは、国立極地研究所広報室まで。 URL http://www.nipr.ac.jp


